
回数 開催年月日 会場 演題数

第1回 昭和50年3月28日 自治会館 21

第2回 昭和51年3月29日 衛生会館 24

第3回 昭和52年2月28日 衛生会館 30

第4回 昭和53年2月24日 衛生短期大学 35

第5回 昭和54年3月27日 厚生専門学院 40

第6回 昭和55年3月14日 教育会館 44

第7回 昭和56年3月19日 県庁本庁５階講堂 32

第8回 昭和57年3月18日 県庁本庁５階講堂 56

第9回 昭和58年3月4日 県庁本庁５階講堂 52

第10回 昭和59年3月21日 県庁本庁５階講堂 62

第11回 昭和60年2月20日 県民健康センター 76

第12回 昭和61年3月14日 県民健康センター 91

第13回 昭和62年3月13日 県民健康センター 100

第14回 昭和63年3月18日 県民健康センター 96

第15回 平成元年3月14日 県民健康センター 114

第16回 平成2年3月13日 県民健康センター 128

第17回 平成3年3月19日 県民健康センター 152

第18回 平成4年3月16日 県民健康センター 164

第19回 平成5年3月15日 県民健康センター 169

第20回 平成6年3月18日 県民健康センター 140

第21回 平成7年3月16日 県民健康センター 147

第22回 平成8年3月18日 県民健康センター 168

第23回 平成9年3月17日 県民健康センター 149

第24回 平成10年3月16日 県民健康センター 143

第25回 平成11年3月15日 県民健康センター 129

第1回 平成12年3月16日 県民健康センター 159

第2回 平成13年3月16日 県民健康センター 138

第3回 平成14年3月15日 県民健康センター 145

第4回 平成15年3月11日 県民健康センター 141

第5回 平成16年3月19日 県民健康センター 140

第6回 平成17年3月22日 県民健康センター 132

第7回 平成18年3月16日 県民健康センター 117

第8回 平成19年3月20日 県民健康センター 112

第9回 平成20年3月18日 県民健康センター 111

第10回 平成21年3月17日 県民健康センター 138

第11回 平成22年3月18日 県民健康センター 134

第12回 100

第13回 平成24年2月10日 埼玉県危機管理防災センター 98

第14回 平成25年2月5日 埼玉会館 96

第15回 平成26年2月18日 埼玉会館 108

第16回 平成27年2月6日 県民健康センター 100

第17回 平成28年1月22日 県民健康センター 96

第18回 平成29年1月26日 県民健康センター 89

第19回 平成30年1月23日 県民健康センター 98

第20回 平成31年1月22日 県民健康センター 87

第21回 令和2年1月21日 県民健康センター 69

第22回 46

第23回 51

第24回 令和5年2月1日 県民健康センター 91

第25回 令和6年2月1日 埼玉会館 133

第26回 令和7年1月22日 埼玉会館 130

埼玉県健康福祉研究発表会の歴史

平成23年3月17日を予定していたが、東日本大震災の発生により誌上発表に替えた。

令和4年2月25日を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の流行により誌上発表に替えた。

令和3年3月5日を予定していたが、新型コロナウイルス感染症の流行により誌上発表に替えた。

埼玉県公衆衛生研究発表会

埼玉県健康福祉研究発表会

　埼玉県健康福祉研究発表会は、昭和29年に当時の衛生部職員の自主的な活動として開催されていた「埼玉県公
衆衛生研究会－研究発表及び体験発表－」を県の事業として発展させたものです。昭和50年に「第1回埼玉県公衆
衛生研究発表会」が県の事業として初めて開催されて以来、今回で50回目の開催となります。
　平成11年度には研究発表の対象を福祉分野にも拡大し、名称を「埼玉県健康福祉研究発表会」と改称しまし
た。また、平成14年度からは対象者を病院局・教育局にも拡げました。


